
(Essencials of Stochastic Processes) 
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吸収的状態がr個、非吸収的状態がs個の場
合、遷移確率行列を以下の形で配置する 
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吸収状態を表す(r×r行列) 

非吸収状態を表す(s×s行列) 

r=1 (1) 
s=4 (2,3,4,5) 

2から3への遷移
確率(2/3)を表す 

一般にQに対して以下の関係式が成立 
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吸収マルコフ連鎖の基本行列 
→qijはiを出た1台の車がjを通る回数の期待値を表す 
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地点3を通った車が
地点4を通過する回
数の期待値は3 

各地点の発生交通量をuiで表すと、各地点の
通過交通量は、 
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地点5から毎時5台出発するとすると、 
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地点2の通過交通量 


